
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

年
。
「
今
で
き
る
こ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
本
年
度
、
「
次
世
代
へ
の
伝
承

啓
発
」に
力
を
入
れ
、新
た
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
発
災
当
時
は
ま
だ
幼

か
っ
た
中
学
生
に
被
災
地
を
訪
ね
て
も
ら
い
、
あ
の
日

あ
の
時
何
が
あ
っ
た
の
か
を
学
び
つ
つ
、
復
興
の
い
ま

を
自
分
の
目
で
確
か
め
、発
信
し
て
も
ら
う
企
画
で
す
。

本
特
集
は
参
加
し
た
仙
台
市
立
五
橋
中
学
校
、
東
北

学
院
中
学
校
、
宮
城
学
院
中
学
校
の
３
中
学
校
の
生
徒

人
が

記
者

と
な
っ
て
被
災
地
取
材
に
挑
戦
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
記
事
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
、世
代
を
超
え
て
明
日
へ
｜
。

学
校
で
家
庭
で
職
場
で
ご
一
読
い
た
だ
き
、
伝
承
の
バ

ト
ン
を
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

(１) ２０２１年(令和３年)２月(１) ２０２１年(令和３年)２月
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聞
い
て

知
っ
て

同
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

災害時まず自分の命を守る

萱か
や

場ば

隆
り
ゅ
う

甫ほ

３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

僕は今回のプロジェクトで

一番印象に残っているのは、

取材させていただいた方々全

員が「自分の命は自分で守る

ことが大切だ」と言っていた

ことです。

震災のような災害が起きた

ら、まず周りの人を助けたい

と思っていた僕はとても驚き

ました。しかし、よく考えれ

ば分かることです。まずは自

分の安全を確保した上でない

と、僕を助けるために誰かが

危険を冒すことになりかねな

いからです。だからやはり、

もし災害に直面したら、自分

の命を第一に考えたいと思い

ました。

震災を体験した人から、そ

の内容や苦労をじかに聞くと

いう今回のプロジェクトは、

初めての貴重な経験でした。

実際に南三陸町を訪れ、被災

直後に比べて確実に復興へ向

かっていることも知ることが

できました。現地で学んだこ

とを、たくさんの人に伝えた

いと思います。

当たり前 の日常に感謝を

藤ふ
じ

原わ
ら

飛と

羽わ

３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

日常が幸せだと思い感謝す

ること―。皆さんは忘れてい

ないでしょうか。私たちは当

たり前のように毎日食事がで

き、当たり前のように寝る場

所があります。でも震災当時、

被災地で何不自由なく生活し

ていた人はいたのでしょう

か。ほとんどいなかったと僕

は思います。

僕は今回の取材で南三陸町

に行き、感じたことがありま

す。それは地元の方々のほと

んどが、いつも笑顔だったと

いうことでした。家族や友人

を亡くしても、昔からの故郷

が変わってしまっても、今、

自分の命が続いていることに

最大限の感謝をしようという

心持ちから湧き出る笑顔だ

と、僕は感じました。

何かを失ったとき「もっと

感謝しておけば良かった」と

いう後悔をしないために、目

の前に与えられているものに

感謝することが、私たちに「今

できること」ではないかと現

地を訪ねて思いました。

身の守り方 知って備える

小こ

林
ば
や
し

諒
り
ょ
う

真ま

３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

災害などの非常事態時に、

自分の安全を確保した上で人

を助けることの大切さを学び

ました。今回お話をしていた

だいた方々は、何らかの形で

他の人を助けようとしていま

したが、前提として自分の身

の安全を確保することが大切

だとおっしゃっていました。

なので、まずは他人に頼る

ことなく、一人一人が自分の

身を守ることが災害時の大前

提なのだと肝に銘じたいで

す。僕らの世代だと震災のこ

とをはっきりと覚えている人

はまれで、自分の身の守り方

を熟知している人は少ないと

思います。同世代に被災地で

学んだことをしっかり伝え

て、いつ起こるか分からない

災害に対応できるようにして

いきたいです。

今も大変なコロナ禍です

が、まずは自分が感染しない

ように努め、コロナと最前線

で戦っている医療関係の方々

らを支援することが最善の行

動だと思います。

災害発生後に慌てても遅い

青あ
お

沼ぬ
ま

怜
さ
と
る

２
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

今回の取材を通して学んだ

こと、そして周囲に伝えてい

きたいと思ったことは「災害

が起こってから慌てては遅

い ということです お話を聞

いた方々は皆「自分の身は自

分で守ることが大切」とおっ

しゃっていました。そのため

に、例えばラジオや非常食を

携行するなど、一人一人が平

時からできることをしておく

ことが重要だと学びました。

こうした備えをしておくこ

とで、いざという時、自分が

助かるだけでなく、誰かを助

けることができます。また高

い防災意識を持てば、津波な

どから逃げ遅れることを防ぐ

ことにもつながります。

僕は今回の被災地訪問で、

これまでの自分の生活がいか

に平穏で幸せだったかも知り

ました。防災用品をまとめた

「防災バッグ」を持ち歩くこ

となど、自分でもできること

を実践しながら、備えの方法

を周囲に広めていきたいと思

いました。

忘れてならない自然の怖さ

平ひ
ら

山や
ま

昊そ
ら

１
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

僕が今回の南三陸町取材を

通じて思ったことは二つあり

ます。一つ目は「自然の恐ろ

しさ」です。災害はいつどこ

で起こるか分からない上に、

一瞬で多くの命を奪います。

実際、震災でも多くの人が犠

牲になり、行方不明になって

います。自然の怖さを忘れて

はいけないと思いました。

二つ目は「日常のありがた

さ」です。今回取材した被災

者の皆さんは、口をそろえて

「あらためて日常が幸せだと

感じた」と訴えていました。

災害でいつも通りの暮らしが

奪われて、初めてその価値に

気付かされるのは皮肉なこと

ですが、お話を聞いて、あら

ためて納得させられました。

僕は今回の取材を通じて

「自然の恐ろしさ」と「日常

のありがたさ」を忘れずに、

同時に後輩たちにも伝えてい

きたいと思いました。

募金足掛かりに被災地支援

藤ふ
じ

原わ
ら

温
剛

あ

た

か

１
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

震災が起きた時、僕はまだ

３歳でした。だから当時の記

憶はほとんど残っていませ

ん。今回、南三陸町を訪れて

震災を経験した３人の方にお

話を伺いながら、「自分たち

に今できることは何か」を考

えました。

僕はボランティア活動だと

思いました。ただ、一口にボ

ランティアといっても、活動

内容は多岐に渡ります。それ

故に、僕たち中学生にもでき

る分野があるのです。その一

つは「募金」だと考えました。

現地への移動手段がなくて

も、体力が十分でなくても、

誰かの役に立てるからです。

震災の被害に遭った地域で

は、今なお失ったものを取り

戻すことができない人が多く

いることを、今回の取材で知

りました。募金を足掛かりに

末永く、何らかのボランティ

ア活動を続けていきたいと思

いました。
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東
北
学
院
中
学
校

仙
台
市
宮
城
野
区
小
鶴
字
高
野

１
２
３
の
１

生
徒

４
６
６
人

校
長

阿
部

恒
幸

僕
た
ち
東
北
学
院
中
学
校
の
１
〜
３
年
生

人
は
、
昨
年

月

日
に
宮
城
県
南
三
陸
町
で
取
材
を
し
ま
し
た
。
津
波

が
押
し
寄
せ
た
南
三
陸
町
立
戸
倉
中
学
校
（
現
在
は
閉
校
）

の
校
舎
前
で
、
当
時
２
年
生
だ
っ
た
三
浦
貴
裕
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。
志
津
川
湾
を
望
む
高
台
に
あ
る
「
海
の
見
え

る
命
の
森
」
で
は
、
現
場
責
任
者
の
阿
部
寛
行
さ
ん
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
カ
エ
デ
の
苗
木
を
植
樹
し
、
石
窯
で
ピ
ザ

作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
後
に
入
谷
地
区
の
宿
泊
研
修

施
設
「
い
り
や
ど
」
を
訪
れ
、
震
災
時
に
救
援
活
動
を
行
っ

た
元
消
防
団
副
分
団
長
の
阿
部
博
之
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
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恢
恢
恢
恢
恢
恢
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【
３
年
熊
谷
虎
汰
郎
・
藤
原
飛

羽
、
２
年
柴
田
光
・
菅
原
夏
弦
、

１
年
平
山
昊
】

海
抜

㍍
の
高
台
に
建
つ
旧

戸
倉
中
学
校
。
志
津
川
湾
を
一

望
す
る
こ
の
場
所
で
、
め
が
ね

を
掛
け
た
男
性
は
当
時
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
「
あ
の
日
、
こ

こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
。
南
三

陸
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

三
浦
貴
裕
さ
ん
（

）
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
南
三
陸
町
で
震
災

の
経
験
を
後
世
に
伝
え
る
語
り

部
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
海
岸
か
ら
１
０
０
㍍

ほ
ど
で
す
が
、
海
面
は
は
る
か

下
。
と
て
も
津
波
が
来
る
よ
う

な
場
所
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
現
実
は
違
い
ま
し
た
。
津

波
は
建
物
１
階
を
水
没
さ
せ
る

・
６
㍍
に
達
し
た
の
で
す
。

震
災
当
時
、
三
浦
さ
ん
は
戸

倉
中
２
年
生
。
卒
業
式
の
準
備

を
終
え
、
帰
り
の
会
を
し
て
い

た
教
室
で
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ

れ
ま
し
た
。
他
の
在
校
生
と
一

緒
に
校
庭
に
避
難
し
て
い
る

と
、
「
山
さ
逃
げ
ろ
！
」
。
異

変
を
察
知
し
た
先
生
の
叫
び
声

で
無
我
夢
中
で
裏
山
に
駆
け
上

が
り
、
間
一
髪
で
命
拾
い
を
し

ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
海
面
が
信
じ

ら
れ
な
い
高
さ
に
な
っ
て
い

て
、
校
庭
は
完
全
に
水
没
。
三

浦
さ
ん
は
「
こ
れ
は
夢
な
の
か

と
思
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
車

も
流
さ
れ
る
勢
い
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
逃
げ
遅
れ
た
人

も
い
ま
し
た
。
溺
れ
て
意
識
を

失
っ
た
男
性
に
三
浦
さ
ん
は
人

工
呼
吸
や
心
肺
蘇
生
を
試
み
ま

す
。
し
か
し
願
い
は
か
な
わ
ず

帰
ら
ぬ
人
に
。三
浦
さ
ん
は「
自

然
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

痛
感
し
た
」と
唇
を
か
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
自
分

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

｜
。
進
路
を
考
え
た
三
浦
さ
ん

は
、
地
元
で
語
り
部
活
動
を
す

る
こ
と
を
決
意
。
大
学
卒
業
後

の
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
今
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

語
り
部
活
動
で
は
自
分
の
体

験
を
説
明
し
な
が
ら
、
津
波
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
は
避
難
が

重
要
な
こ
と
や
、
災
害
を
意
識

し
て
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま

す
。「

自
然
を
甘
く
見
て
は
い
け

な
い
」
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

自
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
大
好
き
な

祖
父
母
や
曾
祖
母
ま
で
失
っ
た

三
浦
さ
ん
の
切
実
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。

三
陸
沿
岸
は
今
回
の
震
災
の

以
前
に
も
何
度
と
な
く
津
波
の

被
害
に
遭
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
教
訓
が
必
ず
し
も
生
か
さ

れ
ず
、
ま
た
多
く
の
犠
牲
が
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。

津
波
を
含
め
災
害
は
、
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
来
る
と
い
い
ま

す
。
ま
た
同
じ
よ
う
な
悲
し
い

経
験
を
し
な
い
た
め
に
、
私
た

ち
は
震
災
を
絶
対
に
忘
れ
ず
、

後
世
に
伝
え
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
犠
牲
者
や
遺

族
の
無
念
を
無
駄
に
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

海を眼下に望む高台に建つ旧戸倉中学校の校舎を背に 体験を語る三浦さん 津波は１階の天井
近くまで達した
津波襲来時の写真を手に、三浦さんは当時の様子を生々しく語った

地
震
・
津
波
甘
く
見
な
い
で

【
３
年
萱
場
隆
甫
・
堀
内
千
滉
、

２
年
熊
谷
孝
太
郎
、
１
年
川
元

琉
星
・
庄
司
宏
知
】

震
災
の
津
波
で
浸
水
し
た
国

道

号
か
ら
山
道
を
登
る
こ
と

５
分
。
目
の
前
に
青
く
輝
く
志

津
川
湾
が
広
が
り
ま
し
た
。

南
三
陸
町
林
地
区
の
丘
で
整

備
が
進
む
「
海
の
見
え
る
命
の

森
」
。
震
災
の
犠
牲
者
を
悼
む

鎮
魂
の
地
で
あ
り
つ
つ
、
日
頃

は
ピ
ザ
窯
体
験
、か
ま
ど
体
験
、

井
戸
体
験
と
い
っ
た
「
減
災
体

験
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
避
難
所
訓
練

エ
リ
ア
、
そ
し
て
津
波
発
生
時

は
避
難
の
目
標
に
な
る
よ
う
、

地
元
有
志
が
２
０
１
６
年
か
ら

整
備
を
し
て
い
ま
す
。

丘
に
至
る
１
２
０
段
を
超
え

る
木
製
の
階
段
や
案
内
板
の
整

備

植
樹
な
ど

多
く
の
作
業
は

国
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
延
べ
６

０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
場
隊
長
を
務
め
る
副
実
行

委
員
長
の
阿
部
寛
行
さ
ん

は
、
「
こ
の
森
に
多
く
の
人
が

関
わ
る
こ
と
で
震
災
の
教
訓
が

広
く
伝
わ
る
。
同
時
に
楽
し
み

な
が
ら
生
き
る
す
べ
を
学
ん

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
願
い
を

話
し
ま
す
。
阿
部
さ
ん
自
身
、

震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
支
援
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
縁

で
仙
台
市
か
ら
移
り
住
み
、
活

動
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

森
に
は
「
命
の
木
」
と
し
て

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
多
く
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
が
１

０
０
０
年
を
超
え
る
こ
と
も
あ

る
サ
ク
ラ
を
津
波
の
心
配
の
な

い
高
台
に
植
え
て
、
津
波
襲
来

時
に
は
避
難
目
標
と
し
て
、
世

紀
を
超
え
て
根
付
い
て
ほ
し
い

と
の
仕
掛
け
で
す
。

山
頂
に
は
石
碑
が
あ
り
、「
伝

え
よ
う
千
年
万
年
津
波
て
ん
で

ん
こ
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
の
お
の
が
互
い
を
信
じ
合

い
、
ば
ら
ば
ら
に
避
難
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
津
波
犠
牲
を
避
け

る
鉄
則
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
僕
た
ち
は
森
に
カ
エ

デ
の
苗
木
３
本
を
植
え
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
風
雨
を
し
の

げ
る
屋
根
付
き
の
展
望
テ
ラ
ス

で
、
昼
食
に
石
窯
で
焼
い
た
ピ

ザ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
震
災

の
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
サ
バ

イ
バ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
学
び
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
心
配
な
状
況
で
す
が
、
広
々

と
し
た
森
な
ら
安
心
で
す
。
家

族
や
仲
間
で
、
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
名
の
通
り

志
津
川
湾
を
一

望
す
る

海
の
見
え
る
命
の
森

自
然
の
怖
さ
だ
け
で
な
く

美
し

さ
や
豊
か
さ
も
発
信
す
る

楽
し
く
体
験
減
災
学
ぶ

津
波
発
生
時
は
避
難
目
標
に

プロジェクト代表の阿部
寛行さん。この日はピザ作
り体験も主導し、生徒に体
験の楽しさを伝えた
「海の見える命の森」で

植樹をする東北学院中学生

人
命
救
助
内
陸
か
ら
応
援
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【３年】萱場隆甫、熊谷虎汰郎、小林諒

真、藤原飛羽、堀内千滉

【２年】青沼怜、伊藤琉音 熊谷孝太郎、

柴田光、菅原夏弦

【１年】川元琉星、坂井隆一郎、庄司宏

知、平山昊、藤原温剛

津波で被災した志津川地区の救援に入った体験
談を語る阿部博之さん。内陸集落の備えの大切
さを訴えた

【
３
年
小
林
諒
真
、
２
年
青
沼

怜
・
伊
藤
琉
音
、
１
年
坂
井
隆

一
郎
・
藤
原
温
剛
】

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
南
三
陸
町
に
あ
る
４

地
区
で
、
海
に
面
し
て
い
な
い

入
谷
地
区
は
唯
一
、
津
波
被
害

を
免
れ
ま
し
た
。

そ
の
地
で
生
ま
れ
育
ち
、
農

業
を
営
む
阿
部
博
之
さ
ん

は
あ
の
日
、
自
宅
近
く
の
リ
ン

ゴ
畑
で
作
業
中
に
激
し
い
揺
れ

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
入

谷
地
区
消
防
団
の
副
分
団
長
。

揺
れ
の
後
、
地
区
を
見
回
っ
て

住
民
の
安
否
を
確
認
す
る
な

ど
、

歳
で
入
団
し
て
以
来
の

経
験
と
訓
練
に
基
づ
き
、
集
落

を
動
き
回
り
ま
し
た
。

異
変
に
気
付
い
た
の
は
約
１

時
間
後
。
そ
れ
ま
で
響
き
渡
っ

て
い
た
津
波
避
難
を
呼
び
掛
け

る
町
の
防
災
無
線
が
止
ま
り
ま

し
た
。
異
様
な
静
け
さ
の
中
、

山
向
こ
う
の
海
側
に
位
置
す
る

志
津
川
地
区
か
ら「
ボ
ン
」「
ボ

ン
」
と
い
う
爆
発
音
が
し
て
、

津
波
被
害
が
た
だ
ご
と
で
は
な

い
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。

「
が
れ
き
の
山
に
阻
ま
れ
て

車
で
志
津
川
に
は
入
れ
な
い
」

「
壊
滅
的
被
害
の
よ
う
だ
」
。

夜
に
な
る
と
断
片
的
に
情
報
が

入
り
、
入
谷
地
区
が
置
か
れ
た

状
況
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
志
津
川
の
助
け
に
行
け
る

の
は
俺
た
ち
し
か
い
な
い
。
行

く
ぞ

翌
朝
、
明
る
く
な
る
と

同
時
に
団
員
６
人
の
先
頭
に
立

ち

救
助
に
向
か
い
ま
し
た

目

指
し
た
の
は
２
０
０
人
以
上
が

孤
立
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入

っ
た
、
海
沿
い
に
立
つ
公
立
志

津
川
病
院
。
大
津
波
警
報
が
解

除
さ
れ
ず
、
２
次
被
害
の
恐
怖

も
あ
る
中
で
の
突
入
で
し
た
。

少
し
で
も
安
全
に
救
出
す
る

た
め
、
団
員
１
人
が
屋
上
か
ら

潮
位
を
監
視
。
残
る
５
人
で
が

れ
き
を
片
付
け
、
避
難
路
を
確

保
し
ま
し
た
。
幸
い
津
波
の
再

来
は
な
く
、
全
員
を
無
事
に
救

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
「
あ
の
時
の
判

断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
今

も
分
か
ら
な
い
」
と
し
つ
つ
、

「
津
波
は
海
沿
い
に
暮
ら
す
人

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

む
し
ろ
内
陸
に
住
ん
で
い
る
多

く
の
人
が
そ
の
時
、
何
が
で
き

る
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
」
と
訴
え
ま
す
。

確
か
に
僕
た
ち
の
家
も
海
か

ら
遠
く
、
津
波
の
危
険
は
あ
り

ま
せ
ん

し
か
し

仮
に
ま
た
津

波
が
起
き
て
被
災
し
た
人
が
出

た
ら
、
い
ち
早
く
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
な
ど
、
や
れ
る
こ
と

は
あ
る
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
備
え
て
お
く
こ
と

も
大
切
だ
と
知
り
ま
し
た
。
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(３) ２０２１年(令和３年)２月(３) ２０２１年(令和３年)２月
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聞
い
て

知
っ
て

同
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

被災者の 心の復興 は途上

堀ほ
り

切き
り

こ
こ
ろ

３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

現在、閖上を含め多くの被

災地は、被災したことを感じ

させないほどきれいになって

きています。しかし被災者の

「心の復興」は、まだまだ途

上なのではないかと思いまし

た。あの日の出来事をまだ語

ることができない人、水が怖

くてお風呂に入ることをため

らう人、蛇口をひねったとき

に耳をふさいでしまう人。そ

のような人たちがまだいると

いう現実を、語り部の丹野祐

子さんに伺って、初めて知り

ました。多くの人にこの現実

を見つめ直してほしいと感じ

ました。

「あの日 何があったので

すか 被災された方に声を掛

け 一人一人に寄り添い 震災

を過去の話にしないこと。そ

れが真の復興へと向かうため

に、私たちが今できることな

のだと思います。人々の心に

再び笑顔の花が広がるよう、

私たちが今できることを一歩

ずつ進め、今ある命を大切に

して生きていきたいです。

津波被害は他人事ではない

齋さ
い

藤と
う

は
る
な

３
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

お話を伺った丹野祐子さん

ら３人は、元々閖上と関わり

が深かったわけではなく、結

婚やお店の出店などで閖上に

縁を持つようになりました。

私自身、津波被害を身近に感

じていませんでしたが、今回

参加して「将来、誰でも津波

被害に遭うかもしれない」と

感じました。

また「地震や津波のことを

学んでいたつもり、用意して

いたつもりだった」という丹

野さんの言葉にハッとしまし

た。これを機に、もう一度用

意し直そうと思います。皆さ

んも、防災の授業や、被災地

に行ったときに「もし自分が

相手の立場だったら」「もし

自分の住んでいる町でこのよ

うな災害が起きたら」「もし

今大地震が来たら」と、自分

のこととして想像してみるこ

とが大切だと思います。

記憶を風化させず、過去を

生かして、より良い未来にな

るように行動できるよう、学

びを深めていきたいです。

友達や家族の大切さ再認識

常
盤

と

き

わ

る
り
か

２
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

「『さよなら』も言えずに、

もう二度と会えなくなるなん

て思わなかった…」。震災で

息子さんを亡くした、語り部

の丹野祐子さんの言葉が心に

残りました。

震災当時私は４歳で、幼稚

園から帰ってきて家に入った

瞬間に大きな揺れが起こりま

した。津波の被害を受けた地

域などの悲惨な映像や、余震

におびえて不安と恐怖が絶え

なかった日々の記憶は今でも

思い出されます。

ですが、震災で自分の家や

会社、そして最も大切な人を

亡くされた方々は、私たちの

想像を絶するほどのつらさだ

ということを、痛感しました。

丹野さんの話を伺って、私の

周りにいる友達や家族の存在

がとても大切に思えました。

閖上の方々から教わったこ

とを 自分自身の心に刻み そ

して他の人にも伝えること

で、少しでも思いを受け継ぐ

ことができればと思っていま

す。

助け合える 仲間 って大切

男お

鹿じ
か

奈な

々な

羽は

２
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

私は学んだことが二つあり

ます。一つ目は、地震や津波

を侮ってはいけないというこ

とです。「閖上には今まで大

きな津波が来なかったから、

震災の時も大丈夫だろうと思

っていた」という丹野祐子さ

んの言葉が印象に残りまし

た。今後こういった災害が起

きたときは、まず津波が来る

ことを想定し、高齢者の方々

や地域の皆さんを早く避難場

所に連れて行き、自分と皆の

命を守ろうと思いました。

二つ目は「仲間」は困った

時に助け合う、とてもかけが

えのない存在だということで

す。「ももや」や「ささ圭」

では、震災でレシピなどが流

失する中、震災前の味に近付

けようと従業員らが試行錯誤

を重ね、地元の皆さんも協力

してお店や味を復活させまし

た。「仲間」がいなかったら、

早く復活できなかったかもし

れません。この話を多くの人

に伝えて、震災で悲しむ人を

減らしたいと思いました。

命のはかなさと尊さ学べた

菊き
く

田た

あ
か
り

１
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

閖上で出会った方々は皆さ

ん親切で元気。地震と津波で

数々の苦労を経験したのに、

めげずに前に進んでいまし

た。

「人はいろいろなことを経

験した分だけ心が豊かになれ

るんだよ」。閖上で生まれ育

った祖母が私に語ってくれた

言葉です。閖上の方々とその

言葉が重なり、祖母の歴史が

見えたような気がしました。

震災時の記憶はあまりあり

ません。しかし今回の取材を

通して、想像よりはるかに大

変な出来事だったのだとあら

ためて感じました。命や日常

は簡単に壊れてしまうことも

痛感しました。家族や友達、

周りにいる方々に支えられ、

いまを生きていられることを

自覚しました。周りの人と助

け合える自分、命を大切にで

きる自分になりたいです。

未来へと進む自分の気持ち

や願いとしっかり向き合っ

て、自分に何ができるのかを

探していこうと思います。

苦難乗り越え進む姿に感銘

菅か
ん

野の

窑ま
い

１
年

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

私は同世代の皆さんに「苦

しみや悲しみを乗り越えて、

前向きに人生を進んでいる人

がいる」ことを伝えたいです。

語り部の丹野祐子さんは、

震災で息子さんを亡くし、つ

らい経験をしたのに、前向き

に捉えてあの日のことを語り

続けて、震災後の人生を歩ん

でいます。「ささ圭」は津波

で工場などが流されました

が、唯一残った売店で「手わ

ざ」で笹かまぼこを作るとい

う前向きな考えを持ち、わず

か４カ月で店を再開しまし

た。「ももや」のカツ丼は、

当時の店の味を再現するため

に、１枚の写真とどんぶり一

つしかない状態から、地域の

人々の協力も得ながら復活さ

せました。皆さん、とてもす

ごい行動力だと思いました。

私たちの同世代や、これか

ら生まれてくる人たちに向け

て、東日本大震災のことや、

復興に向けて頑張っている人

がいることを伝えていきたい

と思います。

宮
城
学
院
中
学
校

仙
台
市
青
葉
区
桜
ケ
丘
９
の
１
の
１

生
徒

１
７
２
人

校
長

杉
本
き
み
子
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私
た
ち
、
宮
城
学
院
中
学
校
の
１
〜
３
年
生

人
は
、
昨
年

月

日
に
名
取
市
閖
上
地
区
で
取
材
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

津
波
復
興
祈
念
資
料
館
「
閖
上
の
記
憶
」
を
訪
ね
て
、
閖
上
中
学
校
遺
族
会
代
表
で
語
り
部
の
丹
野
祐
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
ま
し
た
。
被
災
し
て
途
絶
え
た
地
元
の
味
「
も
も
や
の
カ
ツ
丼
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、
復
活
に
携
わ
っ
た
飲
食
チ
ェ
ー
ン

「
飛
梅
」
社
長
の
松
野
水
緒
さ
ん
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。
笹
か
ま
ぼ
こ
の
老
舗
「
さ
さ
圭
」
で
は
、
佐
々
木
靖
子
さ

ん
と
堯
さ
ん
か
ら
津
波
被
害
と
事
業
再
開
へ
の
道
の
り
を
聞
き
、
笹
か
ま
ぼ
こ
の
手
焼
き
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

何より命生き抜いて

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢

廃
業
危
機
救
っ
た
手
わ
ざ

新
商
品
開
発
し
若
者
に
Ｐ
Ｒ

佐々木靖子さん 右 の説明を聞く宮城学院中学生
＝名取市増田 ささ圭 手造りかまぼこ工房

【
３
年
齋
藤
は
る
な
、
２
年
秦

く
る
み
・
男
鹿
奈
々
羽
、
１
年

柏
倉
彩
乃
・
菊
田
あ
か
り
】

名
取
市
に
は
、「
地
域
の
食
」

を
通
し
て
「
復
興
」
、
そ
し
て

「
未
来
」
へ
と
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
い
る
人
々
が
い
ま
し

た
。
約

年
前
に
閖
上
地
区
で

創
業
し
、
震
災
後
は
内
陸
部
で

笹
か
ま
ぼ
こ
を
作
っ
て
い
る

「
さ
さ
圭
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

閖
上
に
あ
っ
た
三
つ
の
工
場

は
津
波
で
全
て
流
さ
れ
ま
し

た
。
専
務
の
佐
々
木
靖
子
さ
ん

は
「
か
ま
ぼ
こ
を
作
る
機

械
も
何
も
な
く
な
り
、
廃
業
す

る
し
か
な
い
と
追
い
詰
め
ら
れ

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

唯
一
残
っ
た
の
は
、
内
陸
部

の
名
取
市
増
田
に
あ
る
販
売
店

舗
。
そ
こ
に
は
工
場
が
な
く
な

っ
た
た
め
消
費
期
限
内
で
も
販

売
で
き
な
く
な
っ
た
か
ま
ぼ
こ

が
何
千
枚
も
返
品
さ
れ
ま
し

た
。
「
さ
さ
圭
最
後
の
か
ま
ぼ

こ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
、
皆
に
食
べ
て
も
ら
お
う
」

と
避
難
所
に
提
供
し
た
そ
う
で

す
。全

て
を
失
っ
た
も
の
の
、
社

長
の
佐
々
木
圭
亮
さ
ん

は

廃
業
を
思
い
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
靖
子
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ま

で
は
終
わ
れ
な
い
と
い
う
社
長

の
強
い
決
意
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
や
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の

応
援
に
応
え
た
い
、
社
員
の
雇

用
を
守
り
た
い
思
い
も
あ
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

増
田
の
店
舗
内
に
小
さ
な
工

場
を
設
け
、
手
造
り
で
か
ま
ぼ

こ
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
石
臼
で
時
間
を
か
け
て
す

り
身
を
練
り
合
わ
せ
、
一
つ
一

つ
手
で
成
型
し
て
手
焼
き
し
ま

す
。そ
し
て
完
成
し
た
の
が「
手

わ
ざ
笹
か
ま
ぼ
こ

希
望
」
で

す
。
震
災
か
ら
一
歩
を
踏
み
出

し
た
象
徴
で
あ
る「
希
望
」は
、

新
工
場
が
稼
働
し
た
今
も
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
若
い
世
代
や
女
性
に
、
か

ま
ぼ
こ
や
閖
上
の
食
べ
物
を
知

っ
て
、
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
来

て
ほ
し
い
。
震
災
の
こ
と
は
忘

れ
ず
、
そ
の
上
で
閖
上
の
街
を

面
白
く
し
て
い
き
た
い
」
と
、

若
者
の
視
点
で
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
の
は
、
靖
子
さ
ん
の
長
男

で
常
務
の
堯
さ
ん

で
す

さ
さ
圭
で
は

野
菜
を
練
り

込
ん
だ
か
ま
ぼ
こ
や
、
魚
の
す

り
身
で
作
っ
た
「
麺
」
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品
が
並
び

ま
す
。
靖
子
さ
ん
は
「
か
ま
ぼ

こ
は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま

れ
、
油
も
少
な
く
て
ヘ
ル
シ
ー

な
食
材
で
す
よ
」
と
、
良
さ
を

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
手
焼
き
体
験
も
行

い
ま
し
た
。
き
れ
い
に
焼
く
こ

と
が
難
し
く
、
職
人
の
方
の
技

術
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
自
分
で
焼
き
上
げ
た

笹
か
ま
ぼ
こ
は
、
香
ば
し
い
香

り
と
ほ
っ
と
安
心
す
る
温
か

さ
、
優
し
い
味
で
、
食
べ
る
と

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
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【３年】五十嵐凛、齋藤はるな、堀

切こころ、前元葵華

【２年】渡邊結、阿部雅 秦くるみ

男鹿奈々羽 常盤るりか 中村瑞姫

【１年】影澤あかり 菅野窑、志摩

有希乃、柏倉彩乃、菊田あかり、栗

山佳子、鈴木ひかり

【
３
年
堀
切
こ
こ
ろ
・
前
元
葵

華
、
２
年
常
盤
る
り
か
・
中
村

瑞
姫
、
１
年
栗
山
佳
子
・
鈴
木

ひ
か
り
】

昼
食
は
、
名
取
市
閖
上
の
商

業
施
設
「
か
わ
ま
ち
て
ら
す
閖

上
」
で
「
も
も
や
の
カ
ツ
丼
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甘
じ
ょ

っ
ぱ
い
タ
レ
が
染
み
込
ん
だ
肩

ロ
ー
ス
の
豚
カ
ツ
と
、
と
ろ
と

ろ
し
た
半
熟
の
卵
が
お
い
し
く

て
、
ご
飯
が
進
み
ま
す
。

実
は
こ
の
カ
ツ
丼
は
、
震
災

で
一
度
途
絶
え
た
味
で
し
た
。

復
活
す
る
ま
で
の
物
語
を
、
こ

の
お
店
を
経
営
す
る
飲
食
チ
ェ

ー
ン
「
飛
梅
」
（
仙
台
市
）
社

長
の
松
野
水
緒
さ
ん

に
聞

き
ま
し
た
。

か
つ
て
閖
上
に
あ
っ
た
「
お

食
事
処
も
も
や
」
は
、
地
元
の

人
々
に
愛
さ
れ
、
中
で
も
カ
ツ

丼
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

し
か
し
、
大
震
災
で
お
店
は
津

波
に
飲
み
込
ま
れ
、
店
主
夫
婦

は
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
レ
シ

ピ
な
ど
は
な
く
、
唯
一
残
さ
れ

た
の
は
、
写
真
と
一
つ
の
ど
ん

ぶ
り
の
み
で
し
た
。

「
閖
上
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と

も
い
え
る『
も
も
や
の
カ
ツ
丼
』

を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
立
ち
上

が
っ
た
の
は
、
閖
上
で
生
ま
れ

育
っ
た
料
理
人
の
小
齋
悟
史
さ

ん
と
、
小
齋
さ
ん
が
働
い
て
い

た
「
飛
梅
」
で
し
た
。

店
主
夫
妻
の
親
族
に
話
を
聞

き
、食
べ
た
人
の「
舌
の
記
憶
」

も
頼
り
に
し
て
、
試
作
を
重
ね

ま
し
た
。
さ
ば
節
で
だ
し
を
取

り
、味
付
け
は
や
や
濃
い
め
に
。

松
野
さ
ん
は
「
甘
じ
ょ
っ
ぱ
さ

を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
、
だ

し
と
し
ょ
う
ゆ
と
砂
糖
の
さ
じ

加
減
が
難
し
か
っ
た
で
す
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

こ
う
し
て
復
活
し
た
「
も
も

や
の
カ
ツ
丼
」
。
食
べ
た
地
元

の
人
々
は
「
う
れ
し
い
」
と
涙

を
流
し
て
喜
び
、
閖
上
を
離
れ

た
人
々
も
、
カ
ツ
丼
を
食
べ
に

来
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

松
野
さ
ん
は
「
こ
の
カ
ツ
丼

を
食
べ
な
が
ら
、
昔
の
閖
上
の

話
を
し
て
く
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ

う
い
う
話
を
聞
け
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す

と
と
も
に
「
初
め
て
食
べ
る
方

は
、
ぜ
ひ
街
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

合
わ
せ
て
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

閖
上
の
人
に
長
年
愛
さ
れ
た

素
朴
な
味
わ
い
が
、
た
く
さ
ん

の
人
の
思
い
と
努
力
で
復
活
し

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
「
も

も
や
の
カ
ツ
丼
」
が
よ
り
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
閖
上

に
は
お
い
し
い
食
べ
物
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
の
で
、
み
な
さ
ん
も

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

カツ丼復活
飲食チェーン 飛梅 協力

閖
上
地
区
を
空
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を
使
い
な
が

ら
、
被
災
状
況
な
ど
を
説
明
す
る
語
り
部
の
丹
野

さ
ん
‖
津
波
復
興
祈
念
資
料
館
「
閖
上
の
記
憶
」

慰霊碑の前で説明を聞く宮城学院中学生。慰霊碑の高さはこの地を襲った
津波と同じ84㍍で、いかに大きな津波だったかが実感できる

‖名取市閖上「東日本大震災慰霊碑」

【
３
年
五
十
嵐
凛
、
２
年
渡
邊

結
・
阿
部
雅
、
１
年
影
澤
あ
か

り
・
菅
野
窑
・
志
摩
有
希
乃
】

「
大
き
な
揺
れ
の
後
、
津
波

警
報
が
出
て
い
た
の
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
の
周
り
で
は

誰
も
逃
げ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
『
こ
の
街
に
津
波
が
来

る
は
ず
が
な
い
』
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
」

名
取
市
閖
上
地
区
で
語
り
部

活
動
を
し
て
い
る
丹
野
祐
子
さ

ん

は
、
か
み
し
め
る
よ
う

な
口
調
で
、
あ
の
日
の
こ
と
を

語
り
始
め
ま
し
た
。

丹
野
さ
ん
は
、
閖
上
中
学
校

で
行
わ
れ
た
長
女
の
卒
業
式
に

出
席
し
た
後
、
近
く
の
公
民
館

で
楽
し
く
謝
恩
会
を
し
て
い
た

時
に
、
大
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
は
、
近
所

の
人
た
ち
と
屋
外
で
「
避
難
」

と
い
う
名
目
で
立
ち
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
友
達
と
遊
ん
で
い

た
長
男
の
公
太
さ
ん
（
当
時
中

学
１
年
生
）
を
見
掛
け
ま
し
た

が
「
津
波
な
ん
て
来
な
い
か
ら

大
丈
夫
」
と
軽
い
言
葉
を
掛
け

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

地
震
か
ら
１
時
間
が
過
ぎ
た

頃
、
「
津
波
だ
ー
」
と
大
き
な

声
が
聞
こ
え
、
皆
が
一
斉
に
駆

け
出
し
ま
し
た
。
丹
野
さ
ん
は

公
民
館
の
２
階
に
駆
け
上
が

り
、
何
と
か
難
を
逃
れ
ま
し
た

が
、
津
波
は
わ
ず
か
３
分
で
閖

上
地
区
を
飲
み
込
み
、
長
男
の

公
太
さ
ん
と
、
夫
の
両
親
が
津

波
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。「
す

べ
て
の
建
物
が
が
れ
き
と
い

う
名
に
変
わ
り
、
多
く
の
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
あ
の
日
見
た

光
景
は
こ
の
世
の
地
獄
で
し

た
」震

災
前
に
約
５
０
０
０
人
が

暮
ら
し
て
い
た
閖
上
地
区
は
、

津
波
で
約
７
５
０
人
が
亡
く
な

り
、
ま
た
約

人
は
行
方
不
明

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丹
野
さ
ん
は
震
災
後
「
な
ぜ

自
分
だ
け
助
か
っ
て
、
家
族
３

人
の
命
を
救
え
な
か
っ
た
の

か
」
と
自
責
の
念
に
苦
し
み
ま

し
た
。
「
そ
の
後
悔
が
、
語
り

部
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
」ま

た
、
街
か
ら
が
れ
き
が
片

付
け
ら
れ
て
い
く
中
で
「
自
分

の
息
子
が
生
き
た
証
し
を
残
し

た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

「
閖
上
中
学
校
遺
族
会
」
を
立

ち
上
げ
、
津
波
の
犠
牲
と
な
っ

た
閖
上
中
生

人
の
名
を
刻
ん

だ
慰
霊
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

丹
野
さ
ん
は
、
私
た
ち
中
学

生
に
向
け
て
「
生
き
て
い
る
こ

と
は
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
世
で
一
番
大
切
な
の

は
命
。
ど
ん
な
天
災
や
苦
難
に

遭
っ
て
も
生
き
抜
い
て
く
だ
さ

い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
「
震
災
の
話
を

聞
い
て
く
れ
る
だ
け
で
も
十
分

な
支
援
に
な
り
ま
す
。
震
災
を

過
去
の
話
に
し
な
い
こ
と
が
、

明
日
の
防
災
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
東
日
本
大
震
災
に
つ

い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
の

判
断
力
と
行
動
力
が
と
て
も
大

切
な
こ
と
、
そ
の
た
め
に
日
頃

の
心
構
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
生
き
た
く

て
も
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
人
の

た
め
に
も
、
悔
い
の
残
ら
な
い

生
活
を
し
て
、
生
き
抜
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

甘じょっぱいタレが染み込んだ
豚カツと、とろっとした半熟卵が
食欲をそそる「ももやのカツ丼」
「ももやのカツ丼」復活の物語

を話す松野さん‖かわまちてらす
閖上
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(４)２０２１年(令和３年)２月 (４)２０２１年(令和３年)２月




